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衆
議
院
議
員
赤
嶺
政
賢
君
外
一
名
提
出
福
岡
県
苅
田
町
苅
田
港
で
発
見
さ
れ
た
旧
軍
の
毒
ガ
ス
弾
の
無
害
化
処
理
と
調

査
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

御
指
摘
の
昭
和
四
十
八
年
三
月
に
大
久
野
島
毒
ガ
ス
問
題
関
係
各
省
庁
連
絡
会
議
に
よ
り
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
「
旧
軍
毒

ガ
ス
弾
等
の
全
国
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
は
、
旧
日
本
軍
（
以
下
「
旧
軍
」
と
い
う
。
）
の
化
学
兵
器
等
の
保

有
及
び
廃
棄
の
状
況
に
関
す
る
資
料
の
ほ
と
ん
ど
が
終
戦
時
に
処
分
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
、
旧
軍
の
機
密
に

属
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
化
学
兵
器
等
に
関
す
る
情
報
に
関
与
し
得
た
人
々
の
多
く
が
故
人
と
な
っ
て
い
た
こ
と
等
に
よ

り
、
終
戦
後
の
旧
軍
の
化
学
兵
器
等
の
廃
棄
の
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が
困
難
な
中
で
、
可
能
な
限
り
情
報
を
収
集
し
て
調

査
が
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
当
時
か
ら
更
に
三
十
年
近
く
経
過
し
た
現
在
、
改
め
て
旧
軍
の
化
学
兵
器
等
の
廃
棄
状

況
に
つ
い
て
全
国
的
に
調
査
を
実
施
し
て
も
、
当
時
以
上
の
情
報
を
入
手
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
る
。
な
お
、
二

の
�
に
つ
い
て
で
述
べ
る
と
お
り
、
旧
軍
の
化
学
兵
器
等
が
新
た
に
発
見
さ
れ
た
場
合
に
は
、
関
係
省
庁
間
で
連
携
し
て
適

切
な
対
応
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

「
政
府
は
、
全
国
の
都
道
府
県
に
対
し
て
毒
ガ
ス
弾
等
の
情
報
提
供
を
求
め
た
」
と
の
御
指
摘
は
、
平
成
七
年
に
実
施
し

一



た
国
内
に
お
け
る
化
学
兵
器
の
調
査
を
指
す
も
の
と
解
さ
れ
る
が
、
同
調
査
は
、
化
学
兵
器
の
開
発
、
生
産
、
貯
蔵
及
び
使

用
の
禁
止
並
び
に
廃
棄
に
関
す
る
条
約
（
平
成
九
年
条
約
第
三
号
。
以
下
「
化
学
兵
器
禁
止
条
約
」
と
い
う
。
）
の
締
結
の

た
め
の
準
備
の
一
環
と
し
て
、
各
都
道
府
県
に
お
け
る
化
学
兵
器
の
存
在
及
び
処
理
状
況
に
つ
い
て
、
主
と
し
て
、
各
都
道

府
県
が
保
有
す
る
関
係
資
料
の
点
検
及
び
関
係
者
等
か
ら
の
事
情
聴
取
に
よ
る
調
査
を
各
都
道
府
県
に
依
頼
し
た
も
の
で
あ

る
。
そ
の
結
果
、
四
十
七
都
道
府
県
中
四
十
三
都
府
県
か
ら
、
該
当
す
る
情
報
は
な
い
旨
の
回
答
が
あ
っ
た
。
残
り
の
四
道

県
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
か
ら
、
屈
斜
路
湖
に
投
棄
さ
れ
た
毒
ガ
ス
弾
と
思
わ
れ
る
物
体
（
二
の
�
に
つ
い
て
で
述
べ
る
と

お
り
、
後
に
旧
軍
の
化
学
弾
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
）
に
係
る
一
連
の
情
報
に
つ
い
て
、
福
井
県
か
ら
、
敦
賀
市
内
の

小
学
校
倉
庫
で
発
見
さ
れ
た
毒
ガ
ス
の
疑
い
の
あ
る
液
体
が
入
っ
た
小
容
器
（
後
に
教
育
用
見
本
品
と
し
て
水
を
着
色
し
た

も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
）
に
つ
い
て
、
広
島
県
か
ら
、
終
戦
時
に
お
け
る
大
久
野
島
で
製
造
さ
れ
た
毒
ガ
ス
弾
等

の
処
分
状
況
並
び
に
戦
後
に
お
け
る
毒
ガ
ス
弾
等
の
発
見
及
び
処
分
の
状
況
に
関
す
る
一
連
の
情
報
に
つ
い
て
、
山
口
県
か

ら
、
周
防
灘
海
域
に
お
け
る
毒
ガ
ス
弾
の
発
見
、
対
応
状
況
等
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
回
答
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

平
成
八
年
五
月
に
屈
斜
路
湖
で
発
見
さ
れ
た
二
十
六
発
の
旧
軍
の
化
学
弾
の
種
類
は
、
旧
日
本
陸
軍
百
式
五
十
キ
ロ
グ
ラ

二



ム
投
下
き
い
弾
と
認
め
ら
れ
、
発
見
場
所
は
屈
斜
路
湖
湖
底
で
あ
る
。

発
見
に
至
る
経
緯
に
つ
い
て
は
、
平
成
七
年
六
月
、
旧
陸
軍
関
係
者
が
北
海
道
に
対
し
、
終
戦
直
後
、
屈
斜
路
湖
に
化
学

兵
器
を
投
棄
し
た
旨
述
べ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
北
海
道
に
お
い
て
屈
斜
路
湖
の
湖
底
調
査
及
び
潜
水
調
査
を
実
施
し
た
と
こ

ろ
、
湖
底
に
遺
棄
さ
れ
た
化
学
兵
器
の
可
能
性
の
あ
る
物
体
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
平
成
八
年
十
月
に
自
衛
隊
に
よ
り

こ
れ
ら
の
引
揚
げ
が
行
わ
れ
、
旧
軍
の
化
学
弾
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
内
閣
官
房
に
お
い
て
、
関
係
省
庁
に
よ
る
連
絡
会
議
を
開
催
し
、
関
係
省
庁
の
連
携
の
下
、
化
学

兵
器
禁
止
条
約
に
基
づ
き
、
総
理
府
が
中
心
と
な
っ
て
廃
棄
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
経
過
に
つ
い
て
は
、
平
成
九

年
五
月
、
外
務
省
に
お
い
て
、
化
学
兵
器
禁
止
機
関
技
術
事
務
局
（
以
下
「
技
術
事
務
局
」
と
い
う
。
）
に
対
し
、
当
該
化

学
弾
が
老
朽
化
し
た
化
学
兵
器（
化
学
兵
器
禁
止
条
約
第
二
条
�
に
規
定
す
る
老
朽
化
し
た
化
学
兵
器
を
い
う
。以
下
同
じ
。）

で
あ
る
旨
の
申
告
を
行
い
、
同
年
十
二
月
及
び
平
成
十
一
年
六
月
に
技
術
事
務
局
の
査
察
を
受
け
、
当
該
化
学
弾
が
老
朽
化

し
た
化
学
兵
器
で
あ
る
こ
と
の
確
認
を
受
け
た
後
、
総
理
府
に
お
い
て
、
平
成
十
二
年
九
月
か
ら
同
年
十
一
月
に
か
け
て
無

害
化
処
理
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
技
術
事
務
局
に
よ
る
廃
棄
完
了
の
確
認
の
査
察
を
受
け
る
と
と
も
に
、
同
年
十
二
月
、
総

理
府
に
お
い
て
、
無
害
化
処
理
に
係
る
環
境
調
査
の
結
果
、
化
学
剤
の
漏
え
い
等
に
よ
る
環
境
汚
染
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た

三



旨
を
公
表
し
た
も
の
で
あ
る
。

お
尋
ね
の
「
神
奈
川
県
寒
川
町
で
発
見
さ
れ
た
ビ
ー
ル
瓶
等
か
ら
流
れ
出
た
有
毒
ガ
ス
」
の
事
案
（
以
下
「
寒
川
町
の
事

案
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
横
浜
国
道
工
事
事
務
所
（
以
下
「
横
浜
国
道
工
事
事
務
所
」

と
い
う
。
）
が
発
注
し
た
道
路
工
事
に
係
る
神
奈
川
県
高
座
郡
寒
川
町
一
之
宮
六
丁
目
地
先
の
橋
脚
工
事
現
場
（
以
下
「
橋

脚
工
事
現
場
」
と
い
う
。
）
及
び
同
町
田
端
地
先
の
掘
削
残
土
仮
置
場
（
以
下
「
掘
削
残
土
仮
置
場
」
と
い
う
。
）
に
お
い

て
、
平
成
十
四
年
九
月
か
ら
現
在
ま
で
に
計
十
一
本
の
ビ
ー
ル
瓶
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
訳
は
、
マ
ス
タ
ー
ド
が
入

っ
た
も
の
八
本
、
ル
イ
サ
イ
ト
一
、
ル
イ
サ
イ
ト
二
及
び
微
量
の
マ
ス
タ
ー
ド
が
入
っ
た
も
の
一
本
、
微
量
の
マ
ス
タ
ー
ド

が
検
出
さ
れ
た
固
形
物
が
入
っ
た
も
の
一
本
並
び
に
ク
ロ
ロ
ア
セ
ト
フ
ェ
ノ
ン
が
入
っ
た
も
の
一
本
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
以
外
の
ビ
ー
ル
瓶
で
破
損
し
た
も
の
等
か
ら
流
れ
出
た
内
容
物
に
つ
い
て
は
特
定
で
き
な
い
が
、
橋
脚
工

事
現
場
及
び
掘
削
残
土
の
表
面
土
壌
調
査
の
結
果
、
マ
ス
タ
ー
ド
及
び
そ
の
関
連
化
合
物
、
ル
イ
サ
イ
ト
類
、
ク
ロ
ロ
ア
セ

ト
フ
ェ
ノ
ン
の
関
連
化
合
物
並
び
に
ジ
フ
ェ
ニ
ル
ク
ロ
ロ
ア
ル
シ
ン
及
び
そ
の
関
連
化
合
物
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

マ
ス
タ
ー
ド
、
ル
イ
サ
イ
ト
一
及
び
ル
イ
サ
イ
ト
二
が
確
認
さ
れ
た
計
十
本
の
ビ
ー
ル
瓶
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化
し
た
化

学
兵
器
に
該
当
す
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
平
成
十
四
年
十
二
月
十
二
日
、
技
術
事
務
局
に
関
連
情
報
を
申
告
し
た
。
こ
れ

四



ら
が
老
朽
化
し
た
化
学
兵
器
に
該
当
す
る
と
確
認
さ
れ
た
場
合
に
は
、
化
学
兵
器
禁
止
条
約
の
関
連
諸
規
定
に
従
い
、
適
切

に
処
理
し
て
ま
い
り
た
い
。

横
浜
国
道
工
事
事
務
所
に
お
い
て
は
、
橋
脚
工
事
現
場
及
び
掘
削
残
土
仮
置
場
周
辺
地
域
に
お
い
て
、
平
成
十
四
年
十
一

月
二
十
二
日
に
、
十
三
か
所
の
水
質
調
査
及
び
十
八
か
所
の
表
面
土
壌
調
査
を
行
い
、
同
日
に
採
取
し
た
試
料
に
つ
い
て
財

団
法
人
化
学
物
質
評
価
研
究
機
構
に
依
頼
し
て
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
掘
削
残
土
仮
置
場
周
辺
の
表
面
土
壌
調
査
実
施
箇
所
の

う
ち
一
か
所
か
ら
、
ジ
フ
ェ
ニ
ル
ク
ロ
ロ
ア
ル
シ
ン
及
び
そ
の
関
連
化
合
物
が
検
出
さ
れ
た
も
の
の
、
こ
れ
ま
で
に
マ
ス
タ

ー
ド
、
ル
イ
サ
イ
ト
類
及
び
ク
ロ
ロ
ア
セ
ト
フ
ェ
ノ
ン
は
検
出
さ
れ
て
い
な
い
。
検
出
の
あ
っ
た
当
該
箇
所
に
つ
い
て
は
既

に
仮
囲
い
で
周
囲
が
囲
わ
れ
て
お
り
、
周
辺
へ
の
影
響
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

お
尋
ね
の
「
残
土
の
処
理
」
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
に
お
い
て
、
平
成
十
四
年
十
二
月
十
二
日
に

「
さ
が
み
縦
貫
危
険
物
処
理
に
関
す
る
有
識
者
委
員
会
」
を
設
置
し
、
当
該
掘
削
残
土
を
含
む
道
路
工
事
現
場
内
の
危
険
物

の
処
理
方
法
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
関
係
地
方
公
共
団
体
と
も
連
携
し
つ
つ
、
適
切
に
処
理
し
て
ま
い
り

た
い
。

二
の
�
に
つ
い
て

五



寒
川
町
の
事
案
に
関
し
て
は
、
被
災
し
た
と
し
て
病
院
で
診
察
を
受
け
た
者
は
十
二
名
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。
こ
の

う
ち
九
名
に
対
し
て
は
、
業
務
上
の
疾
病
と
し
て
、
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
号
。
以
下

「
労
災
保
険
法
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
く
保
険
給
付
が
支
給
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
当
該
工
事
を
発
注
し
た
横
浜
国
道
工

事
事
務
所
に
お
い
て
、
工
事
請
負
業
者
と
損
害
に
つ
い
て
協
議
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

現
地
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
住
民
等
の
安
全
確
保
を
最
優
先
に
考
え
、
横
浜
国
道
工
事
事
務
所
に
お
い
て
、
橋
脚
工

事
現
場
及
び
掘
削
残
土
仮
置
場
に
お
け
る
仮
囲
い
の
設
置
、
二
十
四
時
間
体
制
の
現
場
管
理
、
化
学
剤
検
知
器
に
よ
る
大
気

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
を
実
施
し
て
お
り
、
新
た
な
被
災
者
が
生
じ
な
い
よ
う
万
全
を
尽
く
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
万
が

一
、
今
後
更
に
被
災
者
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
例
え
ば
、
民
間
企
業
の
従
業
員
に
つ
い
て
は
労
災
保
険
法
、
公
務
員
に
つ
い

て
は
国
家
公
務
員
災
害
補
償
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
九
十
一
号
）
等
に
よ
り
、
被
害
を
補
償
す
る
も
の
と
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
ら
の
制
度
に
基
づ
き
、
被
害
状
況
、
被
害
内
容
等
を
調
査
・
把
握
し
た
上
で
、
個
々
の
事
案
に
即
し
て
適
切
に
対

処
し
て
ま
い
り
た
い
。

二
の
�
に
つ
い
て

国
内
に
お
い
て
旧
軍
の
化
学
兵
器
等
が
発
見
さ
れ
た
場
合
に
は
、
発
見
さ
れ
た
場
所
や
状
況
等
に
よ
っ
て
関
連
す
る
行
政

六



事
務
が
様
々
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
都
度
、
必
要
に
応
じ
内
閣
官
房
を
中
心
に
関
係
省
庁
連
絡
会
議
を
開
催
す
る
な
ど
、

関
係
省
庁
間
で
連
携
し
て
適
切
な
対
応
を
行
っ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
と
も
適
切
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
る
。

三
の
�
に
つ
い
て

し
ゆ
ん
せ
つ

御
指
摘
の
十
八
発
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
省
に
よ
る
航
路
泊
地
浚
渫
工
事
（
以
下
「
浚
渫
工
事
」
と
い
う
。
）
の
一
環

と
し
て
行
わ
れ
た
磁
気
探
査
に
よ
り
発
見
さ
れ
、
海
上
自
衛
隊
佐
世
保
地
方
隊
隷
下
の
下
関
基
地
隊
に
よ
り
海
中
か
ら
引
き

揚
げ
ら
れ
た
後
、
同
地
方
隊
隷
下
の
佐
世
保
警
備
隊
に
お
い
て
保
管
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
外
務
省
に
お
い
て
、
平
成

十
三
年
五
月
、
技
術
事
務
局
に
対
し
、
老
朽
化
し
た
化
学
兵
器
で
あ
る
旨
の
申
告
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
御
指

摘
の
三
十
九
発
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
省
に
よ
る
磁
気
探
査
に
よ
り
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
今
後
、
海
上
自
衛
隊
の

部
隊
に
よ
り
海
中
か
ら
引
き
揚
げ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
合
計
五
十
七
発
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
防
衛
庁
に
お
い

て
民
間
の
事
業
者
に
廃
棄
の
実
施
を
委
託
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
具
体
的
な
時
期
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
防
衛
庁

に
お
い
て
民
間
の
研
究
機
関
に
対
し
無
害
化
処
理
の
技
術
、作
業
態
勢
等
に
関
す
る
調
査
研
究
を
委
託
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

お
答
え
で
き
る
段
階
に
な
い
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
一
連
の
事
務
の
処
理
に
当
た
っ
て
は
、
平
成
十
三
年
十
二
月
に
発
足
し

七



た
防
衛
庁
、
国
土
交
通
省
、
福
岡
県
、
苅
田
町
等
の
担
当
者
か
ら
成
る
「
苅
田
港
化
学
弾
現
地
連
絡
協
議
会
」
等
の
場
に
お

い
て
今
後
と
も
関
係
省
庁
間
の
密
接
な
連
携
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
事
務
に
係
る
所
要
経
費
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
四
年
度
予
算
に
約
二
十
三
億
円
が
計
上
さ
れ
、
財
政
法
（
昭
和

二
十
二
年
法
律
第
三
十
四
号
）
第
十
四
条
の
三
の
規
定
に
基
づ
き
繰
越
明
許
費
と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
十
五
年
度
予
算

に
は
計
上
し
て
い
な
い
。

三
の
�
に
つ
い
て

御
指
摘
の
五
十
七
発
の
う
ち
引
揚
げ
未
了
の
も
の
が
存
在
す
る
水
域
に
つ
い
て
は
、船
舶
交
通
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、

苅
田
港
内
に
お
い
て
は
、
港
則
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
七
十
四
号
）
第
三
十
七
条
第
一
項
及
び
第
三
十
七
条
の
三
の

規
定
に
基
づ
き
、
門
司
海
上
保
安
部
長
が
当
該
水
域
に
一
定
の
区
域
を
指
定
し
、
一
般
の
船
舶
の
航
行
及
び
停
泊
を
禁
止
し

て
お
り
、
新
門
司
沖
土
砂
処
分
場
三
工
区
に
お
い
て
は
、
門
司
海
上
保
安
部
長
等
が
工
事
関
係
者
に
対
し
、
注
意
喚
起
を
行

っ
て
い
る
。

三
の
�
に
つ
い
て

苅
田
港
本
港
地
区
岸
壁
（
水
深
十
三
メ
ー
ト
ル
）
供
用
の
た
め
に
浚
渫
を
計
画
し
て
い
る
面
積
約
八
十
万
平
方
メ
ー
ト
ル

八



の
水
域
の
う
ち
、岸
壁
前
面
の
面
積
約
十
二
万
平
方
メ
ー
ト
ル
の
水
域
内
の
海
底
面
付
近
に
帯
状
に
散
在
し
て
五
十
六
発
が
、

ま
た
、
新
門
司
沖
土
砂
処
分
場
三
工
区
の
面
積
約
七
十
万
平
方
メ
ー
ト
ル
の
水
域
内
の
海
底
で
一
発
が
、
そ
れ
ぞ
れ
発
見
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。

三
の
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
十
八
発
の
う
ち
、
六
発
は
旧
日
本
陸
軍
十
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
爆
弾
（
く
し
ゃ
み
剤
）
、
十
二
発
は
旧
日
本
陸
軍
五

十
キ
ロ
グ
ラ
ム
爆
弾
（
び
ら
ん
剤
、
窒
息
剤
又
は
血
液
剤
）
の
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
平

成
十
三
年
五
月
、
技
術
事
務
局
に
対
し
、
老
朽
化
し
た
化
学
兵
器
で
あ
る
旨
の
申
告
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
と
も
、

関
係
地
方
公
共
団
体
と
も
連
携
し
つ
つ
、
化
学
兵
器
禁
止
条
約
の
関
連
諸
規
定
に
従
い
、
早
期
か
つ
安
全
に
廃
棄
等
を
行
っ

て
ま
い
り
た
い
。

三
の
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
三
十
九
発
の
引
揚
げ
及
び
廃
棄
に
つ
い
て
は
、
漁
業
に
対
す
る
影
響
を
含
め
処
理
場
所
（
一
時
保
管
庫
を
含
む
。

以
下
同
じ
。
）
周
辺
の
環
境
に
与
え
る
影
響
を
可
能
な
限
り
防
止
す
る
と
の
方
針
の
下
、
化
学
兵
器
禁
止
条
約
の
関
連
諸
規

定
に
従
い
、
早
期
か
つ
安
全
に
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。
な
お
、
三
の
�
に
つ
い
て
で
述
べ
た
調
査
研
究
に
お
い
て
は
、
無
害

九



化
処
理
の
技
術
の
安
全
性
や
処
理
場
所
周
辺
の
環
境
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
も
評
価
・
検
討
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

三
の
�
に
つ
い
て

防
衛
庁
に
お
い
て
民
間
の
研
究
機
関
と
契
約
を
締
結
し
、
無
害
化
処
理
の
技
術
、
作
業
態
勢
等
に
関
す
る
調
査
研
究
（
処

理
場
所
と
し
て
浮
体
構
造
物
を
使
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
を
含
む
。
）
を
委
託
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
年
三

月
末
日
ま
で
に
そ
の
結
果
が
得
ら
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。

三
の
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
十
八
発
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
が
引
き
揚
げ
ら
れ
た
当
時
に
お
い
て
は
、
付
着
物
及
び
老
朽
化
の
た
め
形
状
が

判
然
と
し
な
い
も
の
の
、
自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
九
十
九
条
に
規
定
す
る
「
機
雷
そ
の
他
の

爆
発
性
の
危
険
物
」
で
あ
る
と
思
料
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
下
関
基
地
隊
が
引
き
揚
げ
、
佐
世
保
警
備
隊
に
移
送
し
た
も
の
で

あ
る
。
そ
の
後
、
同
警
備
隊
等
に
お
い
て
付
着
物
を
除
去
す
る
な
ど
し
て
形
状
の
確
認
等
の
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
こ
れ

ら
は
、
形
状
か
ら
見
て
老
朽
化
し
た
化
学
兵
器
で
あ
る
と
判
断
し
、
同
警
備
隊
に
お
い
て
保
管
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

三
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

一
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御
指
摘
の
「
メ
ガ
フ
ロ
ー
ト
案
が
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
」
と
は
、
三
の
�
に
つ
い
て
で
述
べ
た
調
査
研
究
に
お
い

て
、
処
理
場
所
と
し
て
浮
体
構
造
物
を
使
用
す
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
す
も
の
と
解
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
、

平
成
十
四
年
七
月
、
福
岡
県
及
び
苅
田
町
か
ら
防
衛
庁
に
対
し
、
今
後
処
理
場
所
の
選
定
に
際
し
て
関
係
住
民
の
理
解
を
得

る
た
め
に
は
、
処
理
場
所
を
陸
上
で
は
な
く
海
上
の
浮
体
構
造
物
と
す
る
方
が
良
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
浮
体
構
造
物
の
使

用
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た
い
旨
の
要
望
が
あ
っ
た
こ
と
を
受
け
た
も
の
で
あ
り
、
陸
上
に
お
い
て
廃
棄
す
る
場
合
は

安
全
上
問
題
が
あ
る
と
い
う
理
由
か
ら
検
討
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
お
尋
ね
の
「
安
全
上
の
問
題
、
環
境
、
漁

業
資
源
な
ど
へ
の
影
響
」
及
び
「
無
害
化
の
処
理
方
法
」
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
右
に
述
べ
た
調
査
研
究
を
実
施
中
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
お
答
え
で
き
る
段
階
に
な
い
。

三
の
１０
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
十
八
発
及
び
三
十
九
発
の
処
理
の
具
体
的
時
期
に
つ
い
て
は
、
三
の
�
に
つ
い
て
で
述
べ
た
調
査
研
究
の
結
果

等
を
踏
ま
え
て
採
用
さ
れ
る
無
害
化
処
理
の
技
術
の
内
容
、
浮
体
構
造
物
の
使
用
の
有
無
に
よ
っ
て
異
な
る
と
考
え
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
お
答
え
で
き
る
段
階
に
な
い
。

三
の
１１
に
つ
い
て

一
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三
の
�
に
つ
い
て
で
述
べ
た
磁
気
探
査
の
結
果
、
苅
田
港
の
浚
渫
工
事
に
係
る
区
域
に
は
、
な
お
多
数
の
磁
気
異
常
点
の

存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
潜
水
探
査
を
行
っ
た
場
合
に
更
に
旧
軍
の
化
学
弾
が
発
見
さ
れ
る
可
能
性
は

否
定
で
き
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

苅
田
港
の
陸
上
部
（
臨
港
地
区
内
）
に
化
学
弾
が
存
在
す
る
可
能
性
を
示
す
情
報
は
得
て
い
な
い
。

三
の
１２
に
つ
い
て

磁
気
探
査
等
に
よ
る
調
査
に
つ
い
て
は
、
御
指
摘
の
三
十
九
発
の
引
揚
げ
時
期
に
か
か
わ
ら
ず
、
浚
渫
が
予
定
さ
れ
て
い

る
水
域
に
お
い
て
は
、
そ
の
一
環
と
し
て
引
き
続
き
実
施
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
浚
渫
工
事
が
予
定
さ
れ
て
い
な
い
水
域
に

つ
い
て
は
、
今
後
、
実
施
の
必
要
性
を
含
め
関
係
省
庁
等
の
間
で
連
携
を
密
に
し
て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

三
の
１３
に
つ
い
て

国
土
交
通
省
に
お
い
て
は
、
化
学
弾
を
完
全
に
除
去
し
た
こ
と
を
確
認
す
る
ま
で
は
、
苅
田
港
の
浚
渫
工
事
を
実
施
し
な

い
こ
と
と
し
て
い
る
。

四
の
�
に
つ
い
て

旧
軍
の
化
学
兵
器
等
が
発
見
さ
れ
た
場
合
に
は
、
従
来
か
ら
、
現
状
と
今
後
の
処
理
の
見
通
し
を
含
め
、
関
係
地
方
公
共

一
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団
体
及
び
関
係
住
民
に
必
要
な
説
明
を
行
っ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
と
も
適
切
な
説
明
を
行
う
よ
う
努
め
て
ま

い
り
た
い
。

四
の
�
に
つ
い
て

国
内
に
お
い
て
旧
軍
の
化
学
兵
器
等
が
発
見
さ
れ
た
場
合
に
は
、
発
見
さ
れ
た
場
所
や
状
況
等
に
よ
っ
て
関
連
す
る
行
政

事
務
が
様
々
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
あ
ら
か
じ
め
処
理
の
実
施
官
庁
等
を
決
め
て
対
応
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
こ
の
た

め
、
こ
れ
ま
で
も
、
そ
の
都
度
、
必
要
に
応
じ
内
閣
官
房
を
中
心
に
関
係
省
庁
連
絡
会
議
を
開
催
す
る
な
ど
、
関
係
省
庁
間

で
連
携
し
て
対
応
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
、
国
内
に
お
い
て
旧
軍
の
化
学
兵
器
等
が
発
見
さ
れ
た
場
合
に
は
、
内

閣
官
房
に
お
い
て
、
そ
の
処
理
に
係
る
事
務
の
う
ち
所
掌
が
明
ら
か
で
な
い
も
の
に
つ
い
て
関
係
省
庁
間
の
調
整
を
行
っ
た

上
で
こ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
な
ど
必
要
な
総
合
調
整
を
行
い
、
関
係
省
庁
間
で
連
携
を
密
に
し
て
、
適
切
に
対
応
し
て
ま
い

り
た
い
。

四
の
�
に
つ
い
て

旧
軍
の
化
学
兵
器
等
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
老
朽
化
し
た
化
学
兵
器
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
化
学
兵
器
禁
止
条
約
の
関

連
諸
規
定
に
従
い
必
要
な
措
置
を
と
る
と
と
も
に
、
当
該
化
学
兵
器
の
発
見
状
況
、
廃
棄
の
進
行
状
況
や
見
通
し
等
に
つ
い

一
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て
、
可
能
な
限
り
国
民
等
に
対
し
て
情
報
を
公
表
し
て
ま
い
り
た
い
。

な
お
、
既
に
廃
棄
を
完
了
し
た
大
久
野
島
で
回
収
さ
れ
た
旧
軍
の
大
赤
筒
（
く
し
ゃ
み
剤
）
及
び
屈
斜
路
湖
で
発
見
さ
れ

た
旧
軍
の
化
学
弾
に
つ
い
て
は
、
処
理
作
業
の
進
行
計
画
に
つ
き
、
適
宜
情
報
を
公
表
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
苅
田

港
内
で
発
見
さ
れ
た
旧
軍
の
化
学
弾
等
及
び
寒
川
町
で
発
見
さ
れ
た
マ
ス
タ
ー
ド
等
の
入
っ
た
ビ
ー
ル
瓶
の
処
理
計
画
に
つ

い
て
は
、
二
の
�
に
つ
い
て
及
び
三
の
�
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

一
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